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　　第４回定例会は、12月18日に開会し、同日閉会しました。

　町から、専決処分、補正予算、条例制定、条例改正、人事案件が上程され、全ての議案

を可決しました。

　また、第３回定例会で委員会付託した、令和６年度各会計決算認定は、委員会審査報告

の後、採決の結果、全ての会計を認定しました。

　一般質問では、３人の議員が登壇し、町長に考えを問いただしました。

定例会のあらまし

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　

寄
附
金
に
つ
い

て
、
昨
年
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
や

産
業
課
参
事

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

へ
き
地
保
育
所

　
　
　
　
　

運
営
委
託
料
の

増
額
の
理
由
は
何
か
。

福
祉
課
長

佐 藤佐 藤

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
は
、
人
事
院
勧
告
に

よ
る
報
酬
及
び
給
与
等
の
引

上
げ
、
大
江
へ
き
地
保
育
所

及
び
銀
山
へ
き
地
保
育
所
の

入
所
児
童
の
増
の
見
込
み
に

よ
る
委
託
料
の
増
、
余
市
協

会
病
院
へ
の
救
急
医
療
体
制

維
持
補
助
金
の
増
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
見
込
額
の
推
計

に
よ
る
委
託
料
の
増
な
ど
に

伴
う
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

第　回定例会第　回定例会
令和７年令和７年

４４
2025.12.18

へ
き
地
保
育
所

へ
き
地
保
育
所  

待
機
児
童
の
受
け
皿
を
担
う

待
機
児
童
の
受
け
皿
を
担
う

質
疑
あ
れ
こ
れ

へ
き
地
保
育
所
児
童
増

を
見
込
み
委
託
料
補
正

　　　　・一般会計（５回目の補正）

91万8000円 増 52億1098万円

・一般会計（６回目の補正）

5118万1000円 増 52億6216万1000円

・国民健康保険事業特別会計（４回目の補正）

49万9000円 増 1億8768万9000円

・後期高齢者医療特別会計（４回目の補正）

46万5000円 増 9521万4000円

・簡易水道事業会計【収益的】（１回目の補正）

65万1000円 減
収入　2億8881万8000円

支出　2億8251万3000円

補正額 予算総額

令和７年度各会計補正予算結果令和７年度各会計補正予算結果

　
　
　
　
　

主
に
入
所
児
童

の
増
に
よ
る
増
額
で
、
大
江

は
３
人
増
え
て
計
５
人
に
、

銀
山
は
１
人
増
え
て
計
６
人

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
江
に
入
所
予
定

の
３
人
は
全
員
１
歳
の
児
童

で
あ
る
。

お
米
の
効
果
で
５
億
円
を
超

え
た
が
、
今
現
在
と
昨
年
度

を
比
較
し
て
、
最
終
的
に
ど

の
程
度
見
込
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
に
お
け
る
寄
附
ポ

イ
ン
ト
付
与
禁
止
の
制
度
改

正
が
あ
り
、
10
月
以
降
寄
附

額
は
減
少
し
て
い
る
。
令
和

５
年
度
の
制
度
改
正
時
も
同

様
に
寄
附
金
が
減
少
し
た
た

め
、
そ
の
際
の
推
移
を
参
考

　　　　次ページは次ページは　　第４回定例会審議内容第４回定例会審議内容
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　昨年度に続き、ＪＡ新おたる仁木果樹生産組合ハウスぶどう

部会より、シャインマスカット「La・La・shine」を寄贈いた

だきました。

　寄贈いただいたシャインマスカットは、11月７日に学校給食

で提供され、児童・生徒からは「とてもおいしい」と感想が述

べられていました。

　心温まる善意に、保護者をはじめ学校関係者及び教育委員会

といたしましては、深く感謝しています。これを機に子どもた

ちが地域の産業を学び、生産者に感謝する心を育むことを期待

しています。

寄贈に感謝　給食でシャインマスカット提供

岩井教育長　　　教育行政報告

　令和７年11月27日に仁木町地域防災訓練を実施しました。本

訓練は、仁木地区を対象とした自然災害に対する総合防災訓練

で、大雨に伴う河川の増水を想定し、情報収集、避難指示、避

難誘導につながる一連の流れを確認し、避難所における区画の

設定や就寝場所の設営など、町民と連携した避難所設置運営訓

練や避難所運営の図上訓練（ＨＵＧ）を実施しました。

　また、職員には、地域の特性に応じた災害への備えとして、

訓練当日まで詳細な訓練想定を伝えず、より実践的なブライン

ド訓練を実施しました。

　訓練には全体で76名に参加いただきました。道内においても

台風及び豪雨に伴う水害や土砂災害が増加傾向であることから

町民の生命及び財産を守るため、更なる町民の防災意識の高揚

を図るとともに、訓練の反復により地域が一体となった自助・

共助の体制づくりに取り組みます。

訓練で防災意識の高揚を図る

佐藤町長　　　行政報告

　仁木町民スキー場のネーミングライツ事業を実施し、コンサ

ドーレ・まちのミライコンソーシアムと契約を締結しました。

　契約期間は、令和７年11月１日から令和10年３月31日までの

２年５か月で、仁木町民スキー場は「コンサドーレ仁木スキー

パーク」として新たな一歩を踏み出すこととなります。

　冬期間のスポーツ機会の創出はもちろん、新たな冬の観光コ

ンテンツとして、町としましても、指定管理者や関係団体と緊

密な連携の下、効果的な運用に努めます。

愛称「コンサドーレ仁木スキーパーク」に決定

　令和７年９月20日に「仁木フルーツ＆ワインマラニック

2025」を開催しました。

　当日は道内外から526名の皆さまに参加いただき、今年度は

東町地区にオープンしたpur.（ピュール）ワイナリーを訪れる

コースで、私も11kmのコースに参加し、多くの参加者とのふれ

あいで本町の魅力とイベントの楽しさを再確認しました。

　また、イベント運営では、多くの企業・団体、そして個人有

志の皆さまに、ボランティアとしてご協力いただきました。参

加者のみならず、スタッフ間の交流も生まれ、関係人口の創出

にも大きく寄与したものと考えています。

マラニック2025　関係人口の創出に大きく寄与

専
決
処
分

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
第
２
号
）
は
、
庁
舎
複
合

施
設
の
暖
房
空
調
機
器
修
繕

費
の
増
に
伴
う
補
正
予
算
の

専
決
処
分
が
報
告
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
承
認
し
ま
し
た
。

▼
国
保
特
別
会
計（

第
４
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
補
正
予
算

に
推
計
し
、
４
億
６
５
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

▼
後
期
医
療
特
別
会
計

（
第
４
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

▼
簡
易
水
道
事
業
会
計

（
第
１
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

　　　　次ページは次ページは　　第４回定例会審議内容第４回定例会審議内容
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質
疑
あ
れ
こ
れ

条
例
制
定

　

仁
木
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
児
童
福
祉

法
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度

か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
通

称　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）
に
つ
い
て
、
そ
の
サ
ー

　
　
　
　
　
本
町
も
こ
の
制

　
　
　
　
　

度
に
則
り
、
こ

ど
も
を
通
園
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

木 村木 村

福
祉
課
長

　
　
　
　
　

大
江
や
銀
山
の

　
　
　
　
　

へ
き
地
保
育
所

も
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

へ
き
地
保
育
所

の
受
入
体
制
等
を
踏
ま
え
る

と
、
難
し
い
と
考
え
る
。

前 田前 田

福
祉
課
長

　
　
　
　
　

へ
き
地
保
育
所

　
　
　
　
　

が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
に
き
保
育
園
の
み

で
の
運
用
と
い
う
認
識
で
よ

ろ
し
い
か
。

　
　
　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ

本
町
で
は
、
に
き
保
育
園
を

想
定
し
て
い
る
。

前 田前 田

福
祉
課
長

第　回定例会第　回定例会
令和７年令和７年

４４
2025.12.18

す
べ
て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援

す
べ
て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が

守
る
べ
き
最
低
限
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
本

町
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

具
体
的
に
定
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　

本
町
は
恒
常
的

な
事
業
利
用
を
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
事
業
類
型
と
し

て
は
在
園
児
の
空
き
定
員
の

部
分
を
活
用
し
受
入
れ
を
行

う
余
裕
活
用
型
で
の
実
施
を

検
討
中
で
あ
る
。

ニキボーのなになに？

こども誰でも通園制度とは

　全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良

質な成育環境を整備するとともに、全ての子

育て家庭に対して、多様な働き方やライフス

タイルにかかわらない形での支援を強化する

ため、月一定時間までの利用可能枠の中で、

就労条件を問わず時間単位等で柔軟に利用で

きる新たな通園給付で、０歳６か月から満３

歳未満で保育所等に通っていないこどもが対

象となります。

　事業の実施方法は、大きく以下に分けられ

ます。

〇保育所等の空き定員の枠を活用して受入れ

を行う「余裕活用型」

〇定員を別に設け、在園児と合同又は専用室

を設けて受入れを行う「一般型」

　　　　次ページは次ページは　　質問のトビラ・一般質問　佐藤議員質問のトビラ・一般質問　佐藤議員
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人
事
案
件

　

令
和
８
年
３
月
31
日
に
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委

員
に
関
委
員
を
再
推
薦
す
る

こ
と
に
対
し
、
全
員
賛
成
で

適
任
と
答
申
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

「
適
任
」
と
答
申

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

関せ
き　

　
　

孝こ
う　

心し
ん 

さ
ん

　
　

   　
　
　

（
銀
山
）

令和６年度決算

▼
仁
木
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

▼
仁
木
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

決
算
認
定

▼
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

全
員
賛
成
で
認
定

▼
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

全
員
賛
成
で
認
定

▼
令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

全
員
賛
成
で
認
定

▼
令
和
６
年
度
簡
易
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定

全
員
賛
成
で
認
定

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

で
決
算
特
別
委
員
会
（
野
崎

委
員
長
・
山
内
副
委
員
長
）

に
付
託
し
た
、
令
和
６
年
度

各
会
計
決
算
認
定
に
係
る
審

査
報
告
に
つ
い
て
、
野
崎
委

員
長
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
の
後
、
全
会

計
の
質
疑
を
一
括
し
て
行
い
、

採
決
の
結
果
、
全
会
計
を
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

●一般会計の歳出では、子ども交流事業実施による事業効

果、ニキバスを利用する高校生の地区と人数及び利用者の

割合、交通安全灯及び町内会管理街灯のＬＥＤ化の割合、

有害鳥獣駆除委託の内容、有害鳥獣による被害額及び算出

根拠、仁木フルーツ＆ワインマラニックの事業効果、ふれ

あい遊トピア公園管理委託の指定管理者の管理状況、各小

中学校管理委託の内容などについての質疑・確認があり、

歳入では、財政力指数の改善などについての質疑があった

が、討論はなく、採決の結果、賛成多数で「認定すべきも

の」と決定した。

●国民健康保険事業特別会計では、国保加入者における外

国人の加入数などについての質疑・確認があったが、討論

はなく、採決の結果、賛成多数で「認定すべきもの」と決

定した。

●後期高齢者医療特別会計では、質疑及び討論はなく、採

決の結果、賛成多数で「認定すべきもの」と決定した。

●簡易水道事業会計では、水道料金改定の経過、検討など

についての質疑・確認があったが、討論はなく、採決の結

果、賛成多数で「認定すべきもの」と決定した。

決算特別委員会審査報告

認
定
認
定

全会計の決算を認定全会計の決算を認定

　　　　次ページは次ページは　　質問のトビラ・一般質問　佐藤議員質問のトビラ・一般質問　佐藤議員
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第４回定例会の一般質問には、３人の議員が登壇しました。

紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針

等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい

内容はコチラから内容はコチラから

Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第４回定例会）　　　（第４回定例会）

佐
さ と う

藤 秀
ひでのり

教　議員
9

ヒグマ被害対策に係る猟友会への対応は

野
の ざ き

崎　明
あきひろ

廣　議員
10

町営墓地の現状と新たな取組は

前
ま え だ

田　春
は る な

奈　議員
11

待機児童対策について
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佐藤　秀教 議員
さとう   ひでのり

町
長　
猟
友
会
と
協
議
を
し
、
必
要
な
も
の
は
措
置
す
る

ヒ
グ
マ
の
捕
獲
は
、

人
命
に
も
関
わ
る
非

町
長

問町
長

報
酬
等
の
見
直
し
は

常
に
危
険
な
作
業
で
あ
る
が
、

安
全
を
担
保
す
る
捕
獲
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
備
え
は
あ

る
の
か
。

ヒ
グ
マ
の
銃
猟

に
よ
る
捕
獲
熟

練
者
が
い
な
い
た
め
、
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
箱
わ
な
を

使
用
し
た
捕
獲
に
と
ど
め
て

お
り
、
捕
獲
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
は
作
成
し
て
い
な
い
が
、

箱
わ
な
設
置
に
関
し
て
も
危

険
が
伴
う
業
務
で
あ
り
、
関

係
法
令
等
に
基
づ
き
、
設
置

に
関
し
て
は
十
分
な
安
全
管

理
に
留
意
し
て
い
る
。

今
後
、
猟
友
会
と
の

連
携
を
ど
の
よ
う
に

問強
化
し
、
安
定
的
な
捕
獲
体

制
を
維
持
し
て
い
く
の
か
。

北
海
道
猟
友
会

仁
木
支
部
の
事

務
局
を
町
が
担
っ
て
お
り
、

良
好
な
連
携
の
下
、
ヒ
グ
マ

対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
近

年
の
ヒ
グ
マ
等
の
有
害
鳥
獣

被
害
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
協
力
体
制

強
化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
国
、
北
海
道
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
、

安
全
で
効
果
的
な
捕
獲
体
制

を
構
築
し
、
猟
友
会
の
協
力

の
下
、
町
民
の
安
全
確
保
と

農
作
物
被
害
軽
減
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

猟
友
会
の
抱
え
る
課

題
の
一
つ
に
、
活
動

問費
や
報
酬
に
関
す
る
、
問
題

が
あ
る
。
危
険
が
伴
う
活
動

で
あ
っ
て
、
し
か
も
掛
か
る

経
費
の
自
己
負
担
も
多
く
、

報
酬
等
を
上
げ
て
ほ
し
い
旨

の
意
向
も
あ
る
。

　

報
酬
等
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
町
長
の
見
解
は
。

今
現
在
、
日
額

１
万
円
を
実
施

町
長

隊
に
支
給
し
て
お
り
、
他
町

村
と
比
較
し
て
も
適
正
な
水

準
で
あ
る
が
、
危
険
度
も
増

し
て
出
動
回
数
が
増
え
る
と

経
費
も
嵩か

さ

み
、
生
業
を
持
っ

て
い
る
隊
員
の
時
間
や
労
力
、

今
後
の
活
動
に
影
響
が
出
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
、
猟
友
会
と
の
協
議

を
し
な
が
ら
、
必
要
な
も
の

は
措
置
し
て
い
き
た
い
。

注意喚起とともにヒグマ捕獲用の箱わなを設置しています

狩
猟
免
許
を
持
つ
自

治
体
職
員
、
い
わ
ゆ

問る
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の

育
成
・
配
置
す
る
動
き
も
あ

る
。
将
来
的
な
ガ
バ
メ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

単
体
自
治
体
で

の
受
入
れ
は
難

町
長

し
い
の
で
、
例
え
ば
北
後
志

地
域
で
人
材
を
確
保
し
て
広

域
的
に
個
体
調
査
や
被
害
発

生
時
の
対
応
を
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
一
番
最
適
な
解
決

方
法
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

　　　　次ページは次ページは　　一般質問　野崎議員・前田議員一般質問　野崎議員・前田議員
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一　般　質　問 　

野崎　明廣 議員
のざき   あきひろ

合葬墓の早めの着手を

町長　一年でも早く設置できるよう取り組む

町
内
墓
地
５
か
所
の

管
理
・
対
応
は
、
ど

問の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

町
長

お
墓
の
維

持
管
理
に

つ
い
て
は
、
委
託
業
務
を
発

注
し
て
い
る
。

　

仁
木
・
砥
の
川
・
然
別
は

町
内
の
業
者
に
、
大
江
は
地

域
の
墓
地
管
理
会
に
、
銀
山

は
最
寄
り
の
寺
院
に
委
託
し

て
い
る
。各

地
域
の
お
墓
に
お

い
て
引
き
継
が
れ
る

方
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
実

態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

数
年
来
、

来
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
お
見
受
け

し
て
い
る
場
所
も
あ
る
が
、

平
穏
な
環
境
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
見
回
り
等
は
進
め
て

い
る
。

町
営
合
葬
墓
の
設
置

と
し
て
、
新
た
な
用

問

住
民
環
境
課
長

問地
を
選
定
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
駐

車
場
も
含
め
て
考
え
て
い
る

の
か
。

仁
木
墓
地

の
敷
地
内

で
候
補
地
を
選
定
し
て
い
る
。

地
目
の
変
更
や
墓
地
と
し
て

の
許
可
行
為
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
、
墓
地
の
敷
地

内
で
設
置
す
る
の
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

直
接
合
葬
と
す
る
か
、

専
用
の
納
骨
袋
に
収

め
て
埋
葬
す
る
方
法
と
す
る

の
か
。

　

10
月
に
実
施
し
た
総
務
経

済
常
任
委
員
会
研
修
視
察
で

訪
問
し
た
研
修
地
に
お
い
て

も
、
故
人
の
埋
葬
に
配
慮
し
、

納
骨
袋
に
収
め
る
新
た
な
方

法
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

た
。
前
向
き
な
調
査
・
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

管
理
の
方

法
に
違
い

が
あ
り
、
そ
の
辺
の
事
例
等

も
勉
強
し
な
が
ら
最
終
的
に

は
判
断
し
て
い
く
。

　

現
段
階
で
は
、
配
慮
し
た

形
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

合
葬
墓
は
令
和
12
年

度
の
計
画
と
な
っ
て

い
る
が
、
早
め
に
着
手
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

一
年
で
も
早
く

設
置
で
き
る
よ

う
な
形
で
、
今
後
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

問

問

合葬式墓地の現地視察（千葉県四街道市）

住
民
環
境
課
長

住
民
環
境
課
長

住
民
環
境
課
長

高台にある仁木墓地

　　　　次ページは次ページは　　全員協議会全員協議会
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前田　春奈 議員
 まえだ    はるな

町
長　

処
遇
改
善
支
援
で
保
育
人
材
を
確
保

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
の
対
策
は

問町
長 待

機
児
童
の
解
消
に

向
け
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

従
前
よ
り
保
育

事
業
者
と
連
携

し
、
処
遇
改
善
の
支
援
な
ど

を
通
じ
、
保
育
人
材
の
確
保

に
向
け
た
支
援
に
努
め
て
い

る
。
新
年
度
に
向
け
て
は
、

人
材
の
確
保
の
目
処
が
つ
い

た
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
潜

在
待
機
児
童
の
解
消
が
図
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

令
和
元
年
第
４
回
定

例
会
に
お
い
て
、
保

問育
士
確
保
に
向
け
て
の
施
策

に
関
す
る
一
般
質
問
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
調
査
・
研

究
の
進
展
は
あ
っ
た
の
か
。

現
時
点
で

は
直
ち
に

町
独
自
の
新
た
な
補
助
制
度

等
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い

が
、
今
後
も
安
定
的
な
保
育

体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、

運
営
法
人
と
連
携
し
、
人
材

確
保
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
た
施
策
の

調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
い

く
。

福
祉
課
長

町
と
し
て
は
一
時
預

か
り
が
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
る
状
況
を
含
め
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
事
業
を
推
進
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

本
町
の
よ

う
な
規
模

福
祉
課
長

が
小
さ
い
自
治
体
は
、
担
い

手
の
確
保
や
運
営
体
制
の
確

立
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
整
理

し
た
上
で
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
や
既
存
事
業
の
活
用

な
ど
を
含
め
、
本
町
の
実
情

に
合
っ
た
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

待
機
児
童
の
課
題
や

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
関
す
る
課
題
は
、
や
は

り
人
材
不
足
と
考
え
る
。

　

今
後
さ
ら
に
働
き
や
す
い

環
境
に
し
て
い
く
た
め
、
ど

の
よ
う
な
町
づ
く
り
が
必
要

問

問

で
、
ど
の
よ
う
な
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の

か
。

子
ど
も
の
数
と

保
育
士
の
数
の

バ
ラ
ン
ス
を
き
ち
ん
と
保
つ

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
支
援
体
制
の
充
実

町
長

と
い
う
部
分
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
さ
や
労

働
環
境
の
整
備
、
又
は
適
正

な
給
与
水
準
や
福
利
厚
生
の

充
実
な
ど
、
運
営
法
人
と
の

協
力
体
制
を
今
後
も
築
き
、

よ
り
良
い
環
境
、
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

　　　　次ページは次ページは　　全員協議会全員協議会

令和８年４月以降、全国の自治体でこども誰でも通園制度が始まります！
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議
員
仰
せ
の
と
お
り
、

赤
字
に
な
る
と
考
え
る
が
、

費
用
対
効
果
と
し
て
、
例
え

ば
固
定
資
産
税
や
住
民
税
は

将
来
的
に
増
え
、
人
口
増
に

よ
り
町
が
活
気
づ
く
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
高
額
な

事
業
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

費
用
対
効
果
が
あ
る
の

か
と
い
う
試
算
を
し
な
い
と

町
民
に
説
明
が
つ
か
な
い

し
、
回
収
に
は
相
当
な
努
力

が
必
要
で
あ
る
が
、
町
の
見

解
は
。

　
　

数
字
的
に
は
収
入
と
し

て
10
分
の
１
程
度
か
も
し
れ

な
い
が
、
将
来
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
と
、
宅
地
を

分
譲
し
、
住
宅
を
集
合
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
的
に

も
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い

く
上
で
も
コ
ス
ト
が
安
く
見

込
め
る
と
考
え
る
。

　　　　次ページは次ページは　　総務経済常任委員会所管事務調査総務経済常任委員会所管事務調査

全員協議会全員協議会
2025.11.7

　

本
町
の
特
色
を
活
か
し
た

分
譲
を
目
標
と
し
、
一
定
の

面
積
を
有
し
て
い
る
遊
休
町

有
地
（
東
町
１
丁
目
９
番
地

１
）
の
宅
地
分
譲
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

町
外
者
や
子
育
て
世
代
の

転
入
及
び
定
住
を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
や
仁
木
町
の

魅
力
向
上
に
つ
な
が
り
、
周

辺
環
境
に
も
配
慮
し
た
内
容

を
考
え
て
い
ま
す
。

遊
休
町
有
地
の
宅
地
分
譲
化
を
計
画

遊
休
町
有
地
の
宅
地
分
譲
化
を
計
画

令和７年11月７日に全員協議会を開催し、令和７年度政策事業等に

関する件について、説明を受けました。　

　

令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度

に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
地
域
住
民
と
行
政

一
体
と
な
っ
て
検
討
し
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。
財
源
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
は
、
国
の
新
し
い
地

方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交

付
金
の
趣
旨
及
び
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
内
容
を
鑑
み
、
活

用
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

分
譲
費
用
等
の
予
定
額

を
約
２
億
７
７
０
０
万
円
と

積
算
し
、
土
地
販
売
予
定
価

格
が
約
３
７
２
０
万
円
と
な

る
と
、
差
引
２
億
３
９
８
０

万
円
の
赤
字
と
い
う
考
え
で

い
い
の
か
。

Ｑ

ＱＡ

　
　

建
設
地
に
つ
い
て
、
町

の
負
担
が
少
な
く
、
コ
ン
パ

ク
ト
に
実
施
す
る
の
で
あ
れ

ば
私
有
地
で
な
く
、
公
共
施

設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
土
地

や
町
有
地
に
限
定
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
の
負
担
が
な
る
べ
く

生
じ
な
い
施
設
づ
く
り
を
考

え
て
お
り
、
今
回
私
有
地
も

含
め
可
能
性
の
あ
る
候
補
地

Ａ

Ａ Ｑ

と
し
て
挙
げ

て
い
る
が
、

そ
の
中
で
町

や
地
域
住
民

に
と
っ
て
使

い
や
す
い
こ

と
や
防
災
上

の
観
点
も
含

め
、
総
体
的

に
考
え
て
い

く
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

((

仮
称
仮
称))

銀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

銀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
建
設

セ
ン
タ
ー
の
建
設

((

仮
称
仮
称))

仁
木
町
東
町
１
丁
目

仁
木
町
東
町
１
丁
目

町
有
地
宅
地
分
譲
事
業

町
有
地
宅
地
分
譲
事
業

町営住宅みずほ32の奥にある遊休町有地
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上
限
額
３
万
円
と
す
る

根
拠
は
何
か
。
繁
忙
期
、
通

常
期
の
金
額
を
設
定
し
、
試

算
し
た
上
で
上
限
額
３
万
円

と
し
た
の
か
。

　
　

令
和
７
年
度
の
稼
働
状

況
等
を
勘
案
し
、
繁
忙
期
を

上
限
額
３
万
円
程
度
に
す
る

こ
と
で
、
安
定
し
た
収
支
が

確
保
さ
れ
た
令
和
４
年
度
の

金
額
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う

試
算
を
し
て
い
る
。

　
　

繁
忙
期
、
通
常
期
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
資
料

提
示
が
な
い
中
で
、
良
い
悪

い
の
判
断
が
つ
か
な
い
。
指

定
管
理
者
か
ら
の
提
案
で
間

違
い
な
い
か
。

　
　

当
初
は
指
定
管
理
者
の

方
か
ら
い
か
が
な
も
の
だ
ろ

う
と
い
う
話
が
あ
り
、
担
当

で
内
容
を
精
査
し
て
い
る
。

　
　

リ
フ
ト
を
改
修
し
て
２

年
後
オ
ー
プ
ン
と
決
ま
っ
て

い
た
の
に
、
な
ぜ
ロ
ッ
ジ
の

新
設
は
来
年
度
な
の
か
。

　
　

当
初
ロ
ッ
ジ
の
更
新
は

全
く
白
紙
の
状
況
で
、
リ
フ

ト
と
照
明
灯
の
更
新
を
第
一

に
考
え
て
い
た
。
そ
れ
で
今

回
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
、
ロ
ッ
ジ
を
更
新
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
う

努
力
は
し
て
い
た
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
約
５
億
円
を
投
入
し
、

観
光
施
設
に
し
た
中
で
、

　　　　次ページは次ページは　　総務経済常任委員会所管事務調査総務経済常任委員会所管事務調査

全員協議会全員協議会
2025.11.26

多
目
的
滞
在
施
設

多
目
的
滞
在
施
設  

上
限
額
の
引
上
げ
を
検
討

上
限
額
の
引
上
げ
を
検
討

令和７年11月26日に全員協議会を開催し、町民スキー場関連事業に

関する件及び多目的滞在施設設置条例に関する件について、説明を

受けました。　

　
町
民
ス
キ
ー
場
の
ロ
ッ
ジ

は
、
老
朽
化
や
急
な
坂
を
滑

り
下
り
な
け
れ
ば
リ
フ
ト
乗

り
場
に
行
け
な
い
こ
と
か
ら
、

質
疑
あ
れ
こ
れ

ＱＡ ＡＱ

　

多
目
的
滞
在
施
設
は
、
独

立
採
算
型
の
運
営
（
指
定
管

理
料
０
円
）
を
し
て
お
り
、

自
主
事
業
や
企
業
努
力
に
よ

り
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
社
会
情

勢
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
収
支
安
定
に
向
け

た
対
応
と
し
て
、　

ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導

入
と
施
設
使
用
料
の
上
限
額

引
上
げ
（
上
限
額
３
万
円
）

を
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

ＱＱ Ａ

Ａ ロ
ッ
ジ
設
置
場
所
の
変
更
と

新
ロ
ッ
ジ
の
整
備
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
、
今
年
度
は

ロ
ッ
ジ
設
置
予
定
場
所
の
地

質
調
査
及
び
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
を
実
施
し
ま
す
。

ス
キ
ー
場
付
属
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
未
完
了
の
ま

ま
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と

に
対
し
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
時
に
以
前
と
は
明
ら
か
に

違
う
ス
キ
ー
場
に
変
わ
っ
た

こ
と
を
披
露
す
る
こ
と
が
ベ

ス
ト
だ
っ
た
と
思
う
が
、
な

か
な
か
そ
れ
が
詰
め
切
れ
な

か
っ
た
部
分
に
関
し
て
、
反

省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

今
後
、
稼
働
し
な
が
ら
も

種
々
模
索
し
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
探
っ
て
い
く
。

需要と供給のバランスや市場の状況に応
じて、商品やサービスの価格をリアルタ
イムで変動させる価格設定方法のこと
で、需要が高いときは価格を上げ、需要
が低いときは価格を下げ、収益の最大化
や利用促進を目指します。

ニキボーのなになに？

ダイナミックプライシングとは

多
目
的
滞
在
施
設
設
置
条
例

多
目
的
滞
在
施
設
設
置
条
例

に
関
す
る
件

に
関
す
る
件

町
民
ス
キ
ー
場
関
連
事
業
に

町
民
ス
キ
ー
場
関
連
事
業
に

関
す
る
件

関
す
る
件

多目的滞在施設【Casual Inn Niki】
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令和７年12月19日に、総務経済常任委員会所管事務調査を実施し、町民スキー場関連事業の進捗

状況について、調査しました。　

パークゴルフ場受付棟向かいに設置された仮設トイレ

　
　

屋
外
仮
設
ト
イ
レ
の
多

目
的
用
に
お
む
つ
替
え
台
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
子
ど

も
の
着
替
え
や
バ
ッ
ク
等
を

置
く
ス
ペ
ー
ス
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

　
　

荷
物
を
入
れ
る
カ
ゴ
の

設
置
な
ど
、
指
定
管
理
者
と

検
討
・
協
議
し
な
が
ら
対
応

す
る
。

　
　

ス
キ
ー
場
の
ロ
ッ
ジ
に

更
衣
室
は
設
置
す
る
の
か
。

　
　

令
和
８
年
度
に
開
設
予

定
の
ロ
ッ
ジ
を
含
め
、
現
段

階
で
は
更
衣
室
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
。

Ａ Ｑ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

今
年
度
は
仮
設
ト
イ
レ

で
の
運
用
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

来
年
度
の
周
辺
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
種
々
検

討
を
重
ね
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
も
し
ト
イ
レ

が
使
用
で
き
な
い
状
況
が
生

じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
び
仮

設
ト
イ
レ
の
運
用
を
視
野
に

考
え
て
い
る
。

　
　

学
校
の
ス
キ
ー
授
業
で

ス
キ
ー
場
を
利
用
す
る
際
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
受
付
棟
の

休
憩
所
だ
け
で
は
狭
い
と
考

え
る
が
、
旧
ロ
ッ
ジ
等
を
使

用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　

ロ
ッ
ジ
の
移
設
を
検
討

し
た
経
過
と
し
て
、
急
な
坂

を
滑
り
降
り
な
い
と
リ
フ
ト

乗
り
場
に
た
ど
り
着
け
な
い

こ
と
か
ら
、
危
険
防
止
の

た
め
検
討
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
委
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
学
校
行
事
や
大
勢
の
利

用
客
に
よ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
受
付
棟
の
休
憩
所
に
入
れ

な
い
場
合
に
は
、
ふ
れ
あ
い

遊
ト
ピ
ア
公
園
の
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
。

　

た
だ
し
、
旧
ロ
ッ
ジ
を
緊

急
的
に
使
用
す
る
場
合
は
、

あ
く
ま
で
も
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

Ｑ

ＱＱ Ａ

Ａ

Ａ

　

令
和
８
年
度
に
予
定
し
て

い
る
町
民
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ

の
移
設
に
向
け
、
移
設
予
定

地
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
駐
車

場
の
地
盤
状
況
を
把
握
す
る

た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園
整

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園
整

備
事
業
地
質
調
査
委
託
事
業

備
事
業
地
質
調
査
委
託
事
業

町
民
ス
キ
ー
場
屋
外
仮
設
ト

町
民
ス
キ
ー
場
屋
外
仮
設
ト

イ
レ
設
置
事
業

イ
レ
設
置
事
業

　

令
和
７
年
度
は
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
受
付
棟
を
仮
の
ス

キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の

利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
受
付
棟
の

近
く
に
屋
外
仮
設
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

スキー場スキー場オープン前のオープン前の進捗状況進捗状況を調査を調査
～充実した施設に向け質疑集中～～充実した施設に向け質疑集中～

　　　　次ページは次ページは　　議会報告・意見交換会議会報告・意見交換会
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ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

11
月
６
日
、
秋
田
県

三
種
町
議
会
広
報
広
聴

委
員
会
（
三
村
委
員
長

ほ
か
５
名
）
が
来
訪
し

議
会
広
報
誌
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
横
関
議
長

と
議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
委
員
５
名
が
同

席
し
、
本
町
の
議
会
だ

よ
り
及
び
ぷ
ち
通
信
の

紙
面
構
成
や
編
集
方
法

等
を
説
明
し
た
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
来
訪
さ
れ
た
委
員
の
多
く
が
初
め
て
委
員
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
議
員
イ
ラ
ス
ト
を
導
入
し
た

き
っ
か
け
や
要
約
作
業
の
方
法
な
ど
、
数
多
く
の
質

疑
を
い
た
だ
き
、
本
町
議
会
と
し
て
も
有
意
義
な
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
議
会
広
報
の
編
集
方
法
等
を
よ
り
研
鑽

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

議
会
広
報
づ
く
り
で

議
会
広
報
づ
く
り
で

   
   　　

   
   

貴
重
な

貴
重
な
意
見
交
換

意
見
交
換

　
秋
田
県
三
種
町
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
が
来
訪

スキー場利用者の休憩所となるパークゴルフ場受付棟

な
使
用
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
指

定
管
理
者
と
協
議
し
、
柔
軟

な
可
能
性
を
持
っ
て
考
え
て

い
く
。

　
　

ス
キ
ー
場
の
開
設
期
間

に
つ
い
て
、
今
ま
で
ど
お
り

３
月
上
旬
で
ク
ロ
ー
ズ
す
る

の
か
。
水
が
浮
い
て
き
て
ク

ロ
ー
ズ
す
る
の
は
仕
方
が
な

い
が
、
春
ス
キ
ー
も
楽
し
め

る
時
期
ま
で
開
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ス
キ
ー
場
の
集
客

を
見
込
め
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
　

ス
キ
ー
場
の
開
設
期
間

に
つ
い
て
は
、
条
例
で
定
め

て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　

今
後
ス
キ
ー
場
が
観
光
振

興
と
い
う
部
分
で
活
用
し
て

い
く
場
合
に
は
、
そ
の
年
の

降
雪
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

判
断
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
と
き
は
流

動
的
に
町
と
し
て
も
対
応
を

進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ａ

常任委員会常任委員会
所管事務調査所管事務調査

2025.12.19
スキー場スキー場オープン前のオープン前の進捗状況進捗状況を調査を調査

　　　　次ページは次ページは　　議会報告・意見交換会議会報告・意見交換会
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▼
ワ
イ
ン
を
軸
と
し
た
観
光
振
興
を
進
め
る
も
、
近
隣
町
村
と

　

の
連
携
不
足
や
交
通
の
不
便
さ
か
ら
、
町
の
魅
力
が
十
分
に

　

伝
わ
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

▼
ワ
イ
ン
関
係
の
補
助
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
手
続
き
に
時
間

　

が
か
か
り
、
使
い
づ
ら
い
。
申
請
に
数
か
月
か
か
る
ケ
ー
ス

　

も
あ
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

▼
小
樽
・
余
市
ま
で
多
く
の
観
光
客
が
来
て
い
る
。
町
も
ワ
イ

　

ン
観
光
を
推
進
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
ら
の
観
光
客
を
誘
致

　

す
る
取
組
（
二
次
交
通
の
充
実
）
が
必
要
だ
と
思
う
。

▼
持
続
可
能
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
飲
食
店
等
の
支
援
を
考
え
て
ほ

　

し
い
。

  

ワ
イ
ン
産
業

ワ
イ
ン
産
業

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
日
開
設
の
期
間
を
延
長
し
て
ほ

し
い
。
利
用
者
は
少
な
い
も
の
の
、
農
繁
期
が
10
月
ま
で
続
く

こ
と
や
土
日
関
係
な
く
働
い
て
い
る
保
護
者
も
い
る
と
思
う
の

で
、
子
ど
も
の
安
全
面
か
ら
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。　

  

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

▼
写
真
が
多
く
見
や
す
い
と
思
う
が
、
身
近
で
は
な
い
話
題
も

あ
り
、
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

  

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

▼
周
り
の
人
に
助
け
ら
れ
て
お
り
、
満
足
し
て
い
る
が
、
土
地

　

探
し
が
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
。
希
望
の
条
件
に
合
う
土
地

　

が
見
つ
か
ら
ず
、
最
終
的
に
は
研
修
先
の
隣
の
土
地
を
購
入

　

で
き
た
も
の
の
、
１
年
間
探
し
続
け
た
。

▼
空
き
店
舗
や
空
き
家
が
あ
っ
て
も
、
活
用
が
進
ん
で
い
な
い

　

と
思
う
。
移
住
者
が
事
業
を
始
め
た
く
て
も
場
所
が
見
つ
か

　

ら
な
い
と
い
う
状
況
は
、
今
後
も
続
く
問
題
だ
と
思
う
。

  

移
住
・
定
住

移
住
・
定
住

地域おこし協力隊のチカラ～本音での意見交換に成果得る～

　
　

令
和
７
年
12
月
２
日
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
令
和
７
年
の
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
の
議
会
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ま
と
議
員
が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
『
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
か
ら
見
た
仁
木
町
の
イ
メ
ー
ジ
』
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
等
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
等
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
皆
さ
ま
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
町
に
提
言
し

て
い
き
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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観
光
振
興
と
町
の
Ｐ
Ｒ

観
光
振
興
と
町
の
Ｐ
Ｒ

▼
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
営
利
目
的
と
見
な
さ
れ

　

る
こ
と
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
が
３
５
０
％
増
し
と

　

な
り
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
を
難

　

し
く
し
て
お
り
、
こ
れ
が
補
助
金
に
頼
ら
な
い
「
自
走
化
」

　

の
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
減
免
等
の
検
討
は
で
き

　

な
い
も
の
か
。

※
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
ワ
イ
ン
の
販
売
収
益
が
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
町
の
条
例
に
お
け
る
「
商
品
の
展
示
、
販
売
又
は
そ
の

　

他
の
営
利
行
為
の
た
め
使
用
す
る
場
合
」
に
該
当
し
、
使
用

　

料
が
３
５
０
％
増
し
と
な
り
ま
す
。

▼
観
光
資
源
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ニ
キ
ボ
ー
を
も
っ
と

　

活
用
し
た
方
が
良
い
と
思
う
。

▼
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の
道
の
駅
化
や
飲
食
店
の
充
実
を
図
り
、

　

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

▼
本
町
在
住
の
、
い
わ
ゆ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
参
画
し
た
「
ま

　

ち
づ
く
り
」「
施
設
づ
く
り
」
の
構
築
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
ス
キ
ー
場
や
公
共
施
設
を
活
用
し
て
合
宿
の
聖
地
化
を
目
指

　

し
て
は
ど
う
か
。
立
地
条
件
が
良
い
た
め
、
宿
泊
施
設
や
人

　

が
集
ま
れ
る
場
所
を
整
備
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
人
を
呼
び

　

込
め
る
と
思
う
。

▼
町
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
や
ス
キ
ー
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
施
策
に

　

つ
い
て
、
行
政
の
対
応
が
後
手
で
あ
り
、
町
の
将
来
像
を
示

　

す
ビ
ジ
ョ
ン
や
主
体
的
な
行
動
が
不
足
し
て
い
る
と
思
う
。

  

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

▼
エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除
数
は
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
解
体
処
理

　

施
設
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
も
深
刻
で
、
電
気
柵
を
設
置
し
て
も
侵

　

入
を
防
げ
な
い
状
況
で
あ
る
。

  

有
害
鳥
獣

有
害
鳥
獣

地域おこし協力隊のチカラ～本音での意見交換に成果得る～
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委　員　前田　春奈　

　　　 山内　健生

　　　 木村　章生

　　　 野崎　明廣

　　　 宮本　幹夫

　　　 上村智恵子

る
環
境
が
整
う
と
思
い

ま
す
。

　

あ
と
、
宿
泊
型
の
産

後
ケ
ア
制
度
が
あ
る
と

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

前
田　

春
奈
）

　
連
載
41
回
目
は
、
然
別
在
住
の
岡
田
さ

ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と

双
子
の
お
子
さ
ん
の
４
人
家
族
で
す
。

　

ご
主
人
は
、
然
別
地
区
で
電
気
関
係
の

お
仕
事
を
自
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
田　

侑
土 

さ
ん
（
然
別
）

嬉
し
い
で
す
ね
。
出
産
後
に
身
体
的
・
心

理
的
ケ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る

制
度
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　

自
然
を
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
、
す
く
す
く
育
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

子
育
て
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
保
健

師
さ
ん
は
き
め
細
か
な
対
応
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
し
、
相
談
し
や
す
い
で
す
。
相

談
し
た
内
容
を
事
細
か
に
覚
え
て
い
て
く

だ
さ
っ
て
、
そ
の
後
ど
う
で
す
か
と
声
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
覚
え
て
い
て
く

れ
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
離
乳
食
教
室
も
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
お
母
さ
ん
方
の
繋
が
り
の
機
会
に

も
な
り
ま
す
し
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
対
す
る
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）
が
あ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

買
物
な
ど
で
外
出
す
る
と
き
や
病
気
の

と
き
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
制
度

が
あ
る
と
、
よ
り
安
心
し
て
子
育
て
で
き

　
結
婚
を
機
に
札
幌
か
ら
ご
主
人
が
住
む

仁
木
町
に
移
住
さ
れ
た
奥
様
。

　
ご
主
人
の
交
友
関
係
か
ら
人
と
の
繋
が

り
の
輪
が
広
が
り
、
仁
木
町
で
の
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

外
国
語
指
導
助
手
【
Ａ
Ｌ
Ｔ
】

　
　
ビ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
モ
ロ
ー 

さ
ん

　
　
　
　
（
奥
様
）
カ
イ
リ
ー
・
モ
ロ
ー 

さ
ん

子どもたちに英語を教えることが楽しい！子どもたちに英語を教えることが楽しい！

　

令
和
７
年
８
月
か
ら
町
内
小
中
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
着
任
し
た
ビ
リ
ー
先
生
。

奥
様
の
カ
イ
リ
ー
さ
ん
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら
来
日
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
学
院
で
ア
ジ
ア
文
学
を
専
攻
し
、
日
本
文
化
に
触
れ
る
う
ち
、
日
本
で

英
語
を
教
え
た
い
と
思
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
外
国
青
年
招
致
事
業
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

見
つ
け
応
募
。
１
年
の
歳
月
を
経
て
、
日
本
に
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
仁
木
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
英
語
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
て
い
る
。
英
語
を
楽
し
ん
で
く

れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
か
ら
、
教
え
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
話
す
ビ
リ
ー
先
生
。

（
取
材
・
記
事　

宮
本　

幹
夫
）

　
議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　
議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
あ
る
と
嬉
し
い

フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
あ
る
と
嬉
し
い

　

ま
た
、
カ
イ
リ
ー
さ
ん
は
、
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、
町
の
陶
芸
教
室
に
通
っ
て

い
ま
す
。

「
陶
芸
す
ご
く
楽
し
い
！
皆
さ
ん
と
て
も

優
し
い
！
」
と
の
言
葉
に
、
国
籍
関
係
な

く
迎
え
る
お
も
て
な
し
の
心
が
仁
木
町
に

浸
透
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
が
大
好
き
な
お
二
人
か
ら
「
東
海

道
五
十
三
次
を
歩
い
て
み
た
い
」
と
の
言

葉
を
聞
い
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
が
、
活

動
的
な
お
二
人
な
ら
完
歩
で
き
る
と
思
い

ま
す
し
、
仁
木
町
だ
け
で
な
く
、
日
本
で

の
生
活
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。


